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国語 

今学期も，残すところあとわずかになりました。日常の学習活動に加えて，全校での学校行事，

学年での取組み，地域や関係機関のたくさんの方々に来校いただいた出前授業。仲間とさまざ

まな体験をした子どもたちは，心も身体も大きく成長してきました。振り返りをしっかりして，

次の目標をもって歩みを進めてほしいと思っています。 

本年度も４月に「全国学力・学習状況調査」（調査対象：小学６年生）が実施されました。 

調査科目は「国語」「算数」で，それぞれ次の（ア）と（イ）が一体的に出題されました。 

（ア）身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活におい

て不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 

（イ）知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な問題解決のための構想を

立て実践し評価・改善する力などに関わる内容 

 

本校の結果をもとに，個々の設問について，正答率が比較的高かった設問と低かった設問

を明らかにし，本校児童の学力の傾向の分析をとおして，今後の教育活動に活かしていきた

いと思います。ここでは，俵口小学校の調査結果の概要を報告します。 
 

 

奈良県平均を上回る正答率でしたが、全国平均にはとどかない結果でした。 

目的や意図に応じて調べたことを報告する文章を書くことができるかをみる問題におい

て、「図表やグラフなどを用いた目的を捉える」問題では高い正答率（全国比）でしたが、

「情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の工夫を捉える」問題では正答率が全国を

大きく下回りました。解答の選択肢の言葉から、問われている部分ではなく報告する文章

全体の特徴を捉え解答したものと考えられます。自分が伝えたい情報を相手に分かりやす

く伝えるためには、収集した情報の中から必要な内容を整理して書くことが必要です。校

外学習などで学んだことをまとめる際にも、目的を明確にし相手意識をもって、図表やグ

ラフの提示や記述を工夫して書くことの学習活動を重ねていきます。 

 

また、必要な情報を得るために話し手の意図を捉えながら聞いたり、自分の考えをまとめ

たりすることができるかをみる問題では、話す聞く場面としてインタビューの様子がとり

あげられています。「インタビューの展開にそって自分の理解を確認するための質問をす

る」「目的に応じて質問を工夫する」問題では、高い正答率（全国比）でした。あらかじめ 

用意した質問を予定した順序で聞くだけでなく、話の展開に沿って目的に応じた質問をす

ることが求められるインタビューの場面をしっかり捉えていることがわかります。一方、

「話し手の意図を捉えながら聞き、自分の考えをまとめる」問題では、正答率が全国を下

回りました。記述式の問題形式において無解答率が高かったことは今年度調査の特徴で、

奈良県の分析でも指摘されています。 

 

漢字を文の中で正しく使うことができるかをみる問題では、自分が書いた文章を読み直

し習った漢字に書き直すという出題形式で、「調査のたいしょう」「友達にかぎらず」「かん

しんをもってもらいたい」の「対象」「限らず」「関心」を解答する問題でした。正答率は

いずれも全国を５ポイント以上下回る結果です。日常的に文や文章の中で適切に使うこと

ができることは、漢字学習において大切なことです。国語科の学習に限らず日常のあらゆ

る場面で、学習した漢字を正しく使うこと、意識して使うことを習慣づけるようにする必

要があります。学習した漢字を繰り返し書いて練習することのみならず，漢字のもつ意味

を考えながら，実際に文や文章の中で使う場面を設定したり，日常的に適切に漢字が用い

られているかを確認したりすることが，大切だと考えます。 
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令和元年度 特別号 

生駒市立俵口小学校 学校だより 



一方、「数と計算」の領域において正答率の低さが目立ちました。「加法と乗法の混合し

た整数と小数の計算ができる」「示された計算の仕方を解釈し、除法に関して成り立つ性質

を記述できる」「示された除法の式の意味を理解している」「複数の数量から必要な数量を

選び立式できる」等の問題です。基礎基本の定着にさらに力を注ぐ必要があります。計算

の技能は，生活でも必要になるものであり，より複雑な計算を行うための基になるもので，

確実な定着を図ることが大切です。学習する学年以降も適宜練習の機会を設けたり，計算

の結果の見積もりや確かめの活動を関連付ける場を設定したりするなどの手立てが必要だ

と考えます。また、見出した数量の関係を一般化して表現したり，様々な情報の中から必

要な情報を収集し数学的に処理したりする力は，日常生活の問題解決のためにも活用され

るべき力です。日常生活の事象を数理的に捉える機会を積極的に設定し，算数の有用感を

実感しながら学べる工夫を今後も充実させていきたいと考えます。              

 

  

 

 

 

 

    

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

算数 

令和元年度 特別号 

生駒市立俵口小学校 学校だより 

学力調査と同時に実施された児童質問紙調査は，学習意欲，学習方法，学習環境，生活

習慣等について調査するものです。 

昨年度と同じように，学校の授業時間以外に学習する時間は長く，また休み時間や放課

後・休日に図書館へ本を借りに行く割合も高く，全国平均を上回っています。「家で自分

で計画を立てて勉強している」に「している・どちらかといえばしている」と回答した児

童は全国平均を下回っており、児童の自立を促す取組を進めていく必要があります。また、

「一日当たりの読書の時間」については、「２時間以上」の児童が全国平均を上回る一方、

約４割の児童が「全くしない」と回答しています。 

「将来の夢や目標をもっているか」「ものごとを最後までやり遂げてうれしかったこと

があるか」「学校に行くのは楽しいと思うか」「いじめはどんな理由があってもいけないこ

とだと思うか」「人の役に立つ人間になりたいと思うか」などは、「当てはまる」と回答し

た児童の割合が全国平均を上回りました。 

「学校の決まりを守っているか」については，全国平均を下回っています。規範意識は

社会や集団の中でいろいろな人とかかわることで育っていくものと考えます。あらゆる教

育活動を通して規範意識の醸成を図る取組を進めます。 

「自分にはよいところがある」に「当てはまる・どちらかといえば当てはまる」と回答

している児童の割合は，全国平均を下回っており、「先生は、あなたのよいところを認め

てくれていると思うか」の問いでも同様の結果がでています。個々の児童に応じた指導や

相談の取組、自尊感情や自己有用感を高める取組を、今後も重ねていく必要があると考え

ます。 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

本校は、教育目標に「共に育つ」を掲げ、「考えをみがく」「こころをみがく」「仲間と

みがく」を重点課題にして教育活動を推進しています。この取組をさらに充実させ、子ど

もたち一人一人が豊かに育つよう、引き続き努力したいと思います。どの子もそれぞれに

すばらしい個性と特性、そして可能性を秘めています。教育活動全体を視野に入れ、一人

一人のよさを伸ばすとともに、様々な面で成長できるように、教職員一丸となって力を注

いでいきたいと思います。今後も、本校教育にご理解とご協力をいただきますようよろし

くお願いいたします。 

 

 

 

児童質問紙調査より 

文部科学省は結果公表について「本調査により測定できるのは学力の特定の一部

分であること、学校における教育活動の一側面に過ぎないことなどを踏まえるとと

もに、序列化や過度な競争につながらないように十分配慮すること」と定めていま

す。 

ここでは学校の序列化を可能にする具体的数値を含めないで、児童の傾向を示し

ています。 

学校評価 保護者アンケートに ご協力ありがとうございます 

 
12月３日付けで配付いたしました保護者アンケートには，すでにたくさん

のご家庭から回等を寄せていただいております，ご協力ありがとうございま

す。ご提出を 12 月１７日までとさせていただいておりますが，まだお手元

にお持ちの場合は，今学期中にお子様を通じて担任までお届けいただきます

よう，お願い申し上げます。 

全国平均を上回る正答率で，全体的に 

よくできていました。 

「図形」や「量と測定」の領域ではどの 

設問でも全国平均を上回る正答率でした。 

「図形の性質や構成要素に着目し、基本的 

な平面図形について理解している」また、 

「図形の面積の求め方を解釈し、その説明ができる」「単位量当たりの大きさについて理

解している」等の問題です。中でも、「基本的な平面図形をずらしたり、回したり、裏返

したりして他の図形を構成できる」問題においては、全国を 10ポイント以上 上回る正

答率でした。 

 


